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新 サ,７ ビ ス に 挑 む イ ン タ７ ネ ット テ レ フ ォニ ー

インター ネットフ ォンや イン ター ネットＦＡχ

など､ 従 来 、公 衆電 話 網 上 に 構 築 され てき

た サ ービ スを イン ター ネットL に 実 現 す るこ

とが 広 く行 な わ れ るように なってきて い る 。

これ らを総 称して｢ イン ター ネットテレフ ォニ

ー｣ と呼 んで い るが､ 現 状 にお い て は 公 衆

電 話 網 上 の サ ービ ス の 安 価 な 代 替 とし か

とらえ られ て い な い 。 インター ネットと公 衆

電 話 網( 特 に 国 際 電 話) の 双 方 の 経 費 を

考 慮 す ると、現 状 で は｢ 安 価｣ で あ ることは

ljf実 で はあ るが､ 本 格 的 に イン ター ネットテ

レフ ォニ ー を 利 川し て いくに つ れ､｢ 安 価｣

で あ ることだ け を 求 め て い ると破 綻 を きた

す ことが 危 惧 され る 。

イ ン タ ー ネ ッ ト ＦＡＸ の 動 向

インター ネットテレ フォニ ーは 、公 衆 電 話

網 ｈの サ ービ スの 置 き換 えで は なく、イン

ターネット上 の サ ービ スとの 統 合 に よって、

新し い サ ービ スを 創 出 することが 収要 な 課

題 であ る 。こ の 観 点 に お い て インター ネッ

トＦＡＸは､ 標 準 化 の 作 業 が うまくい った 例

で あ る。

インター ネットＦＡＸは 、ＦＡＸ サ ービ スを

電 子 メー ル サ ービ スとし て インター ネットに

糾 み 込 むことで､ サ ービ スの 統 合 を 実 現 し

てい る(RFC2305) 。 具 体 的 には 、ＦＡＸ イ

メ ー ジ は 電 子 メ ー ル の 添 付 フ ァ イ ル

(MIME 形 式 でTIFF イメージ を 添 付し て

い る) として 交 換 され る 。こ の ように す るこ

とで､( 現 実 的 か 否 か は 別 とし て)  FAX 利

川 者 が メーリングリ ストへ 参 加 す ることも可

能 と な っ て きて い る 。 また 、 現 在IETF

(Internet Engineering Task Force) で は

ＦＡＸをプ リンタとして 使うた め の 拡 張 に つ

い て 議 論 が 進 められ てお り、出 先 で ホ テ ル

のＦＡＸをプ リンタ代 わりに 利 用 することも

叮 能 に なる。

インターネットＦＡＸの 標 準 化 作 業 にお い

て 特 筆 す べ きことは 、ＩＴＵ-Ｔ( 岡 際 電 気 通

信 連 合電 気 通 信 標 準 化 部 門) とIETF の 標

準 化 作 業 にお け る協 調 の 最 初 の 試 みとし

て 成 功 を 収 めてい ることであ る 。公 衆 電 話

網 を 考 える 場 合､ITU-T を 無 視 す ることは

できない が、インターネットＦＡＸの 標 準 化

の課 程においては､IETF と汀Ｕ-Ｔの辿携

が スムースに行な われ、RFC2305 がT.37

として抹り入 れられている｡ 今後 インター

ネットフォンの 分野を 含めて､IETF とITU-

Ｔはより密接 に連携しながら活動を進 めて

いくと考えられるが､ インターネットＦＡＸは

そのさきがけとなった｡

イ ン タ ー ネ ット フ ォン の 動 向

インターネットフォンの分 野で は業 界が

先行してい る。基本的 にH.323 を 基 礎に

進められてい るが 、詳細 な実装 につい て

はVoIP  (Voice over IP : 前貞 参照) を 堆

本としたものがiﾓ 流 になりつつ あ る。ま

た、IETF では 囗 也の 関連 技術 の 標準 化

に関しては 、IP Telephony  (iptel) WG

( ワ ー キ ン グ グ ル ープ) とSignaling

Transport  (sigtran) WG が 活動している。

iptel　ＷＧでは 、電 話が か かってきた

際 の 挙動 を 記述 するため のシンタックス

お よび 分散して配 置されている 公衆電 話

網 との ゲ ートウェ イの属性 情 報 を 配布 す

るため にプ ロトコルに つい て検 討 を進 め

てい る。これらの技術 によって、たとえば

鳥 機 能留 守 番電 話 や 転送 電 話 などの 実

現、公衆電 話網 との スムー スな連 携を 図

ることが できるようになる。音声を インター

ネット上 で取り扱 うｆ 順 につ い ての 検討

も進 められて いる　たとえば 留守 番 電 話

が 頂った メッセ ージが 電 子 メール で送 ら

れ て く るVPIM  ( Voice Profile for

Internet Mai) がある。

sigtran ＷＧで は 、Q.931やSS7 ISUP

(ISDN で 使用される 共通線 信 号 方式) な

どの シグナリング情 報を インターネット ト。

で伝 送す るためのプ ロトコルにつ い て検

討を進 めてい る。これらの技 術により、イ

ンター ネットに接 続 されたＰＢＸ同 士を 連

携 させ て､ より高度 なサービスを実 現する

ことが 可能となる。

また、音 声 ストリームを スムースに イン

ター ネット上 に 流 すた めに必 要 な技 術と

して､ 資源予約(RSVP) やクラス別サービ

応用技術

ス(DiffServ) が 注 川を集 めつつ ある｡ 特

にDiffServ は、インターネットフォンなどの

トラフィックを バックボ ーンネットワー クに

お い て円滑 に扱 うために重 要な技 術と 考

えられてい る。

今 後 の 課 題

こ れらの技 術 は急 速 に普 及し 、す でに

さまざ まな製 品がぴ 場してきている。今後

は、製品|可士の 柑りﾐ運川性 の確 保と新 た

なサ ービ スの創 出 に興味 が集 中してくる。

このときもっとも重 要 な課 題は、公衆電 話

料ll のリソースとンターネット上のリソース

の 名 前付け に関 する 問題 である。つまり、

電 話 香りとーホスト名、あるいはIP アドレ ス

の 対 応付 けをど のようにするか ということ

であ る。これ につい てはＴＰＣ.ＩＮＴの実験

を はじめとしてさ まざ まな 検 討 が 進 めら

れ 、IETF に おい ても毎 回 議論 が 行な わ

れ ているが 、今 のところ 決定 的 な解 は得

られてい ない 。

インター ネットＦＡＸにお いても、一時的

な 解決 策として メールアドレスに竃 話番り･

を 組 み 込 む 方 法 を 提 案 し て い る が

(RFC2303､RFC2304) 、より根 本的 な解

決 策が 求 められてい る、特 に 、公衆 電話

網側 からどのようにして インターネットllの

リソースに対してアクセ スするか は 人きな

課 題であり、今 後の 議論 が待 た れる。

い ず れに せ よ、インター ネットテレフォ

ニーは、す でに実験 段 階から 日常 的 に利

川す る段 階へ と移 行してきている。環 境

の 整備 と新 たな統 合 サ ービ スの創 出 が、

これからのもっとも重 要 な課 題だろう。
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